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¥150 000¥1 600 000

専業専業ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ３社ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ３社の業績推移の業績推移
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アジア通貨危機
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¥1,200,000
ベルリンの壁崩壊

アジア通貨危機

ﾋﾟｰｸ 8,200人

ﾎﾞﾄﾑ 3,700人
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プラント建設プロジェクトのライフサイクルプラント建設プロジェクトのライフサイクル
顧客 プ ジ クト ライフサイクル

実 施
＝営業＝

構想 計画
実 施

＝建設＝

顧客のプロジェクト・ライフサイクル

顧客の事業

石油精製 販売
運転

石油精製・販売
アンモニア製造・販売

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ会社の業務

受注 引渡し

見 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ会社の業務

石油精製プラント

パラキシレンプラント

見
積
り
作
業

終
了
作
業

試
運
転

設計 調達 建設

A Mitsufuji

受注者のプロジェクト・ライフサイクル

Copyright(c) A Mitsufuji All rights reserved.



プラント建設の各々プロジェクトライフサイクルプラント建設の各々プロジェクトライフサイクル

顧客各々の関係者の
プロジ クトプロジェクト

ライフサイクル
の多重構造

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ会社

機材会社 工事会社

機材下請会社機材下請会社 工事下請会社 工事下請会社
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プロジ クト計画書

業務遂行手順の標準化業務遂行手順の標準化

予算

要員

スケジュール

プロジェクト計画書

プロジェクト遂行のマネジメント活動のワークプロセス

③組織編成 ⑤作業手順図の作成

PM
PJE どのように？

ケ

作業手順

責任者（部署）

役務範囲
（スコープ

①プロジェクトの
使命・目的・目標

の確認 PJE どのように？ （ス プ
の定義）

の確認
（使命記述書）

EM PPM CM

誰が 何を？

誰が？
いつまでに？

A11
0

A12
0

A13
0

A100

A111

誰が、何を？

②役務範囲の明確化

何を？
ABC-PJ

A112

A121

A122

A131

A132

0 0 0

予算
管理表

④ＷＰと責任
分担表の作成

⑥工程管理の
実施

（ＷＢＳの設定）

⑧進捗管理の
実施

⑦予算管理の
実施
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プラント建設プラント建設 ：： Ｕ字型モデルＵ字型モデル
顧客の立場

事業戦略・企画 営業運転

顧客の立場

顧
客
業
務

発注業務
（見積・契約） 保守・運用

務

プ
ラ
ン

実運用テスト

引渡し
プラント
要件定義

ン
ト
営
業
運

プ
ラ
ン

プラント設計
調達（仕様）

プラント
総合テスト

運転計画

ユ ザビリティ １ 運
転

ン
ト
エ
ン
ジ

運転要領書
単体テスト

機能結合テスト

ユーザビリティー１

ジ
ニ
ア
リ
ン

設計
製作
工事

建 設 工 事
ユーザビリティー２

A Mitsufuji

ン
グＪＵＡＳモデル

より編集
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プラント建設プラント建設 :: Ｖ字型モデルＶ字型モデル

ジ アリ グ会社 立場

顧客案件
の発掘

エンジニアリング会社の立場

顧客への
提案

の発掘
超上流プロセス プロジェクト

評価

プ

試運転
引き渡し

プラント
要件定義

ラ
ン
ト
操

プ
ラ

プロセス
仕様

プロセス
テスト

業
ラ
ン
ト

設計
調達

プ
ラ
ン

単体
設計仕様

単体
テスト

調達
建設

試運転

ト
機
材

建 設 工 事

「経営者が参画する要求品質の確保
～ 超上流から攻めるIT化の勘どころ」
独立行政法人情報処理推進機構（IPA)

A Mitsufuji

独立行政法人情報処理推進機構（IPA)
ｿﾌﾄｳｪｱｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｾﾝﾀｰ（SEC)より編集
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エジニアリング業務エジニアリング業務の「見える化」の「見える化」

専業３社
物量の「見える化」

進捗の「見える化」
-P&ID

-Plot Plan
-プロセス記述書

フロントエンドローディン
グ

(Pre-Project Planning)

完成度の「見える化」

「測 化２D-CAD
(Pre Project Planning)

-当たりチェック
-オペレーションチェック

-設計リビュー

３D-CAD

「測る化」
「見せる化」

今、何合目にいるのか、

ＩＴツール
エンジニアリング会社

－E 詳細設計
顧客：設計

３D-CAD 今、何合目にいるのか、
後残りはどこくらいあるのか。

自動設計
物量（ＢＯＭ）自動積算
工事工数積算
ＥＰＭ（Premaveraなど）

ＩＴツ ルE 詳細設計
－P 調達
－C 工事管理顧客：ｵﾍﾟﾚｰﾀ

－運転
－維持管理

見える化

工事会社

３者間
顧客＝ｴﾝｼﾞ会社＝工事会社

間の会話が
成立するようになった。

３D-CAD で完成物を創造すること

ＥＰＭ（Premaveraなど）

- Concurrent Engineering

A Mitsufuji

成立するようになった。
「見える化」
「測る化」

- Constructability
- BM&M (Benchmarking & Metrics)

Copyright(c) A Mitsufuji All rights reserved.



エンジニアリング業務プロセスエンジニアリング業務プロセス

Ｐ

Ｍ

ＰＤＣＡのサイクル

マネジメント ： サイクルタイム

見える化

計画 Ｐ
（ｺﾝｾﾌﾟﾄ）

進捗
ﾁｪｯｸ
Ｃ

Ｐ ＣＤ

実施
実行
Ｄ

実施 進捗

Ｐ Ｃ

Ａ

Ｄ ＰＤ
ＣＡ

日本的

基本設計

実施
実行

進捗
ﾁｪｯｸ ＰＤ

ＣＡ
ＰＤ
ＣＡ

Ｐ ＣＤ
日本人
の強み

日本的
チームワーク

詳細設計
実施 進捗 ＰＤ ＰＤ ＰＤ ＰＤ ＰＤ

Ａ

現場 ： 実施・実行

詳細設計
実行 ﾁｪｯｸ ＣＡ ＣＡ ＣＡ ＣＡ ＣＡ

日本人
強み

日本人
弱み

日本人
弱み

日本人
強み

A Mitsufuji

現場 実施 実行
の強みの弱み の弱み の強み
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エンジニアリング業界エンジニアリング業界の知恵の知恵

ジョイントベンチャー ・長期契約ジョイント ンチャ

コンソーシャム

戦略的アライアンス

・トップによるコミットメントベース
・共に成長・発展
・お互いを縛る
・統合的組織編制
・指揮系統一本化戦略的アライアンス

アウトソーシング（ インソーシング）

パートナリング

指揮系統 本化
・過当競争排除
・知的財産権（IP）の共有化

トナリング

アプリケーションサービスプロバイダ（ASP） ・見積作業不要
・営業活動不要
・絶対的工数不足絶対的工数不足
・仕事量確保
・責任・役割分担
・各層での信頼関係
・トップダウン
・人材育成費削減・人材育成費削減
・互に異分野専門家育成
・ＰＭの交替（相性も重要）

A Mitsufuji Copyright(c) A Mitsufuji All rights reserved.



プラント建設プラント建設 ：： VV-- ITITプロジェクトプロジェクト

プラント建設
プロジェクト

ITプロジェクト

契約金額
大

100～1,000億円
小

数百万円～100億円

参加人数
大勢 少数

参加人数
大勢

百人～数千人
少数

数人～数千人

社内プロジェクトの数 少ない 多い

プロジェクト
マネジャー

多くは専任 兼任も多い

ＰＭＯ あり 無い場合が多い

一プロジェクト 大型プロジェクトだと 大型プロジェクトだとプロジェクト
の業績への影響

大型プロジェクトだと
影響 甚大

大型プロジェクトだと
影響 大

進捗の把握
見える化進む
（ＩＴの利用）

見えにくい

A Mitsufuji Copyright(c) A Mitsufuji All rights reserved.

（ＩＴの利用）



ＶＶ字型開発モデル字型開発モデル

システム化
の方向性

システム化
計画

の方向性
超上流プロセス

評価

業
務

運用テスト要件定義

IT
シ

システム仕様 システムテスト

シ
ス
テ
ム

ソ
フ
ト

ソフトウェア
仕様

ソフトウェア
テスト

ウ
ェ
ア

プログラミング

「経営者が参画する要求品質の確保
～ 超上流から攻めるIT化の勘どころ」

A Mitsufuji

独立行政法人情報処理推進機構（IPA)
ｿﾌﾄｳｪｱｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｾﾝﾀｰ（SEC)

Copyright(c) A Mitsufuji All rights reserved.



Ｖ－ＩＴプロジェクトＶ－ＩＴプロジェクト

プロジェクトマネジメントプロジェクトマネジメント

・実行の指揮・マネジメント・実行の指揮・マネジメント

･･監視コントロール監視コントロール

・個別コントロール・個別コントロール((ｽｺｰﾌﾟ、ﾀｲﾑ、ｺｽﾄ、品質、ｽｺｰﾌﾟ、ﾀｲﾑ、ｺｽﾄ、品質、

プロジェクト

計画立案

プロジェクトマネジメント

リ
ソ
ー
ス
確

プ
ロ
ジ
ェ

プロジェクト

評価・終結
プ
ロ
ジ
ェ

提
案
・見

提案
ｼｽﾃﾑ
検討

見プ
ロ
ジ
ェ
ク

Ｒ

Ｆ

Ｐ

内
示
・受

・実行の指揮・マネジメント・実行の指揮・マネジメント

･･監視コントロール監視コントロール

・個別コントロール・個別コントロール((ｽｺｰﾌﾟ、ﾀｲﾑ、ｺｽﾄ、品質、ｽｺｰﾌﾟ、ﾀｲﾑ、ｺｽﾄ、品質、

プロジェクト

計画立案

プロジェクトマネジメント

リ
ソ
ー
ス
確

プ
ロ
ジ
ェ

プロジェクト

評価・終結
プ
ロ
ジ
ェ

提
案
・見

提案
ｼｽﾃﾑ
検討

見プ
ロ
ジ
ェ
ク

Ｒ

Ｆ

Ｐ

内
示
・受 人的資源、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、ﾘｽｸ、調達人的資源、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、ﾘｽｸ、調達))

･･統合変更管理統合変更管理

･ﾁｰﾑ作り、ﾒﾝﾊﾞ育成､ﾌﾟﾛｾｽ資産形成
最
終
成
果
物

（製
品

プロジェクト

確
保
・
プ
ロ
ジ
ェ

ェ
ク
ト
発
足

ク
ト
解
散プロ

ジェクト

完了

見
積
回
答

検討
積

ク
ト
（仮
）発
足

Ｐ

受

領

受
注
・契
約 ｼｽﾃﾑ構築

人的資源、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、ﾘｽｸ、調達人的資源、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、ﾘｽｸ、調達))

･･統合変更管理統合変更管理

･ﾁｰﾑ作り、ﾒﾝﾊﾞ育成､ﾌﾟﾛｾｽ資産形成
最
終
成
果
物

（製
品

プロジェクト

確
保
・
プ
ロ
ジ
ェ

ェ
ク
ト
発
足

ク
ト
解
散プロ

ジェクト

完了

見
積
回
答

検討
積

ク
ト
（仮
）発
足

Ｐ

受

領

受
注
・契
約 ｼｽﾃﾑ構築 物

納
品
・検
収

品･

サ
ー
ビ
ス
）

計画書
ェ
ク
ト
体
制
確
立

完了

報告書･ｼｽﾃﾑ開発（分析･設計･開発･テスト）

･基盤（ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ､基盤､開発環境整備）

･サービス（お客さま支援）

･移行／展開

ｼｽﾃﾑ構築 物

納
品
・検
収

品･

サ
ー
ビ
ス
）

計画書
ェ
ク
ト
体
制
確
立

完了

報告書･ｼｽﾃﾑ開発（分析･設計･開発･テスト）

･基盤（ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ､基盤､開発環境整備）

･サービス（お客さま支援）

･移行／展開

ｼｽﾃﾑ構築

［商談獲得（受注）活動］ ［システム構築プロジェクト（狭義の狭義の）ＳＩプロジェクト]

移行／展開

［商談獲得（受注）活動］ ［システム構築プロジェクト（狭義の狭義の）ＳＩプロジェクト]

移行／展開

リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 対 象 領 域

［（広義の広義の）ＳＩプロジェクト]

リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 対 象 領 域

［（広義の広義の）ＳＩプロジェクト]

A Mitsufuji Copyright(c) PMAJ All rights reserved.

PMAJ ITﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 実践ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ･ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ Fig 3-1より



SISIプロジェクトの成功要因プロジェクトの成功要因

お
客

情報ｼｽﾃﾑ部門
の関与

開発工期
QA機会

有無

1. お客さま
特性

2. 要求事項／
要件・仕様

4. 契約
要件

3. 提案/見積
依頼（ＲＦＰ）

お
客

情報ｼｽﾃﾑ部門
の関与

開発工期
QA機会

有無

1. お客さま
特性

1. お客さま
特性

2. 要求事項／
要件・仕様

2. 要求事項／
要件・仕様

4. 契約
要件

3. 提案/見積
依頼（ＲＦＰ）

3. 提案/見積
依頼（ＲＦＰ） 顧客側関連

成功要因

客
さ
ま
に
関
わ
る

システム
構築体制
運用 保守体制

開発体制

エンドユーザの参画

の関与

新規性

複雑性

ﾐｯｼｮﾝ
ｸﾘﾃｨｶﾙ性

仕様決定者
の有無

開発規模

開発工期

（作成者の）
経験・スキル

有無

契約書
（顧客指定

・自社）

ﾍﾟﾅﾙﾃｨ
条項有無

契約
締結時期

価格制約

RFP作成期間・
合意形成有無

客
さ
ま
に
関
わ
る

システム
構築体制
運用 保守体制

開発体制

エンドユーザの参画

の関与

新規性

複雑性

ﾐｯｼｮﾝ
ｸﾘﾃｨｶﾙ性

仕様決定者
の有無

開発規模

開発工期

（作成者の）
経験・スキル

有無

契約書
（顧客指定

・自社）

ﾍﾟﾅﾙﾃｨ
条項有無

契約
締結時期

価格制約

RFP作成期間・
合意形成有無

る
要
因

業界・業種

組織特性

業務改革と並行

運用・保守体制

ｼｽﾃﾑ化
の要因

要件の確実性
・網羅性

ビジネス
モデルの有無

経験 スキル

精度・粒度
契約
形態

多段階・
単年度契約

・自社）
変更管理
の取扱い

る
要
因

業界・業種

組織特性

業務改革と並行

運用・保守体制

ｼｽﾃﾑ化
の要因

要件の確実性
・網羅性

ビジネス
モデルの有無

経験 スキル

精度・粒度
契約
形態

多段階・
単年度契約

・自社）
変更管理
の取扱い

������込澆�祀�������込澆�祀� 失敗要因失敗要因））

受
託
者
（

提案／見積回答
の妥当性

提案／見積回答
の前提条件

業種・業務
経験／実績

開発手法

ｲﾝﾌﾗ・基盤
（新設､既設､増設）

組織のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ力 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞｬｰ

の力量・経験ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞｬｰ

調達方式／
契約形態

協力会社体制

プロジェクト成功要因（プロジェクト成功要因（ 失敗要因失敗要因））

受
託
者
（

提案／見積回答
の妥当性

提案／見積回答
の前提条件

業種・業務
経験／実績

開発手法

ｲﾝﾌﾗ・基盤
（新設､既設､増設）

組織のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ力 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞｬｰ

の力量・経験ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞｬｰ

調達方式／
契約形態

協力会社体制

）に
関
わ
る

SI
ﾍﾞﾝﾀﾞ

の前提条件
提案／見積回答
の粒度・精度

見積手法
・技法

見積回答／

開発手法
・技法 開発方式

（新規、ﾊﾟｯｹｰｼﾞ
適用､改造､・・）

開発分担
開発環境

必須スキル
の保有状況

ﾌ ﾛｼ ｪｸﾄﾏﾈｼ ｬ
のｶﾊﾞﾚｯｼﾞ
（軸足）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
標準の有無

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

ﾏﾙﾁﾍﾞﾝﾀﾞ
体制

社内体制

協力会社の管理能力、
スキル、技術力

協力会社の
過去の実績

ﾊﾟｯｹｰｼﾞﾍﾞﾝﾀﾞ／

）に
関
わ
る

SI
ﾍﾞﾝﾀﾞ

の前提条件
提案／見積回答
の粒度・精度

見積手法
・技法

見積回答／

開発手法
・技法 開発方式

（新規、ﾊﾟｯｹｰｼﾞ
適用､改造､・・）

開発分担
開発環境

必須スキル
の保有状況

ﾌ ﾛｼ ｪｸﾄﾏﾈｼ ｬ
のｶﾊﾞﾚｯｼﾞ
（軸足）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
標準の有無

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

ﾏﾙﾁﾍﾞﾝﾀﾞ
体制

社内体制

協力会社の管理能力、
スキル、技術力

協力会社の
過去の実績

ﾊﾟｯｹｰｼﾞﾍﾞﾝﾀﾞ／る
要
因

見積回答／
契約手続き

開発環境 ﾌ ﾛｼ ｪｸﾄﾏﾈｼ ﾒﾝﾄ
ﾚﾋﾞｭｰの有無

ﾊ ｯｹ ｼ ﾍ ﾝﾀ ／
その他の調達

5. 提案/
見積回答

6. 適用技術／
開発環境・
ツ ル

7. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ力
／リソース／体制

8. ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰﾄﾅｰ／
ﾊﾟｯｹｰｼﾞﾍﾞﾝﾀﾞ／

調達

る
要
因

見積回答／
契約手続き

開発環境 ﾌ ﾛｼ ｪｸﾄﾏﾈｼ ﾒﾝﾄ
ﾚﾋﾞｭｰの有無

ﾊ ｯｹ ｼ ﾍ ﾝﾀ ／
その他の調達

5. 提案/
見積回答

5. 提案/
見積回答

6. 適用技術／
開発環境・
ツ ル

6. 適用技術／
開発環境・
ツ ル

7. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ力
／リソース／体制

7. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ力
／リソース／体制

8. ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰﾄﾅｰ／
ﾊﾟｯｹｰｼﾞﾍﾞﾝﾀﾞ／

調達

8. ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰﾄﾅｰ／
ﾊﾟｯｹｰｼﾞﾍﾞﾝﾀﾞ／

調達

A Mitsufuji

ツール 調達ツールツール 調達調達

PMAJ ITﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 実践ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ･ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ Fig 4-4 & 8-1より

Copyright(c) PMAJ All rights reserved.



ＵＵ字型開発モデル字型開発モデル

ＩＴ戦略・企画 利活用

業
務

調達
（見積・契約） 保守・運用

実運用テスト

移 行

要件定義

IT
シ
ス

システム仕様
システム

総合テスト

移行計画

ユーザビリティー１

ス
テ
ム

ソ
フ
ト

ソフトウェア
仕様

単体テスト

機能結合テスト

ユーザビリティー２
ウ
ェ
ア

プログラミング

ユ ザビリティ ２

A Mitsufuji

ＪＵＡＳモデル
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業務業務システム構築での３つのギャップシステム構築での３つのギャップ

経営者・経営企画・管理部門
企業価値
向上への
圧力増大

会社経営の視点
経営資源の最適配分

と長期的視野

経営 標と業務

差別化と
共に変化

圧力増大

動かない
大型システ

開発部門業務部門

IT投資と成
果のｷﾞｬｯﾌﾟ

経営目標と業務
運用

のｷﾞｬｯﾌﾟ

業務と

共に変化
する業務

大型システ
ムの恐怖

業務運用の視点 ｼｽﾃﾑ開発の視点

業務とIT
のｷﾞｬｯﾌﾟ

効率的な業務プロセス
による収益性向上

ITｼｽﾃﾑ上の限界
とｺｽﾄﾀﾞｳﾝ圧力業務側（ﾕｰｻﾞｰ）、開発側、保守側の３者の早期参画

「経営者が参画する要求品質の確保
ど

現場の業務改革への熱意 開発運用・保守

IT資産の健全な維持 効率的な開発

A Mitsufuji

～ 超上流から攻めるIT化の勘どころ」
独立行政法人情報処理推進機構（IPA)

ソフトウエア・エンジニアリング・センター（SEC)

IT資産の健全な維持
ＩＴベンダー

Copyright(c) A Mitsufuji All rights reserved.



ビジネスビジネス部門とシステム部門部門とシステム部門

会社法・金融商品取引法

経営の視点

ビジネスの視点 システムの視点

ｻｰﾋﾞｽの品質 ｼｽﾃﾑの品質

ﾋﾞｼﾞﾈｽ継続性

ｻｰﾋﾞｽﾚﾍﾞﾙ
管理基準と手法

要求管理

ｼｽﾃﾑ品質
管理基準と手法

•ﾋﾞｼﾞﾈｽ継続性
•ﾕｰｻﾞｰの経験
•ﾚｽﾎﾟﾝｽﾀｲﾑ
•ｻｰﾋﾞｽ可用性

•要求管理
•QCD管理
•不具合管理
•ｼｽﾃﾑ可用性ｻ ﾋ ｽ可用性

•その他
ｼｽﾃﾑ可用性

•その他
ｼｽﾃﾑ

開発部門
ｼｽﾃﾑ

運用部門
事業部 or

ｼｽﾃﾑ企画部門

A Mitsufuji

ITIL

Copyright(c) A Mitsufuji All rights reserved.
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業務業務部門の「見える化」部門の「見える化」

「見える化」の１０のポイント

1. 現状の棚卸しから始める

「見える化」の１０のポイント

2. 「見せたくないもの」「見せられないもの」ほど「見える化」する

3. 「見えるもの」「見せるもの」を絞り込む

4 鮮度・タイミングを重視する4. 鮮度 タイミングを重視する

5. アナログとデジタルを使い分ける

6. 判り易く、シンプルに

7. 現場自ら「見える」ように、仕組みを作る

8. ほんとうの勝負は、「見えた後」

9 「見える化」のノウハウを共有する9. 「見える化」のノウハウを共有する

10. 経営トップが「見える化」を牽引する

A Mitsufuji

「現場力」 遠藤功氏 著書より

Copyright(c) A Mitsufuji All rights reserved.



「「見えた」要件の定義見えた」要件の定義

ﾋﾞｼﾞｮﾝ 事業「見える化」 経営者
・経営企画・管理部門

ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ 要件定義

「測る化」

・経営企画・管理部門

業務部門

競争戦略 業務要件定義
「測る化」

現場のｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ ｼｽﾃﾑ要件定義

開発部門

競争によるｷﾞｬｯﾌﾟ

ＩＴツール

例 ： Ｐｒｅｍａｖｅｒａ 発注によるｷﾞｬｯﾌﾟ

ITベンダー顧客

A Mitsufuji

「経営者が参画する要求品質の確保
～ 超上流から攻めるIT化の勘どころ」
独立行政法人情報処理推進機構（IPA)

ｿﾌﾄｳｪｱｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｾﾝﾀｰ（SEC)

Copyright(c) A Mitsufuji All rights reserved.



会社会社構造によるＩＴ複雑度構造によるＩＴ複雑度

複雑度を拡大する要因： 分社化・分権化、 内部統制強化、 シェアードサービス化

親会社 親会社

IT
部門

管理
部門

IT
部門

管理
部門

親会社

IT
子会社

管理
部門

IT
企画
部門

A B A B

部門部門部門部門

A B

子会社部門
部門

A
事業部

B
事業部

A
事業部

B
事業部

A
事業部

B
事業部

A1
子会社

B1
子会社

A1
子会社

B1
子会社

A1
子会社

B1
子会社

社内ＩＴ部門 内部統制強化の社内ＩＴ部門 ＩＴ子会社分社化

A Mitsufuji

社内ＩＴ部門 内部統制強化の社内ＩＴ部門 ＩＴ子会社分社化

Copyright(c) A Mitsufuji All rights reserved.



グループ展開のＳＳＣ役割グループ展開のＳＳＣ役割イメージイメージ

フロント領域
(コアビジネス） ＸXX工業(コアビジネス） ＸXX工業

コア業務（OO製造など）

バ クヤ ド
業務フローと

バックヤード
（ＥＢＲ間接業務） A 部 B 部 C 部

業務契約書

業務フロ と
業務プロセス

フロント領域
（SSCコアビジネス）

業務契約書
SLA

A1 部 B1 部 C1 部
（SSCコアビジネス）

共通機能（標準化、共通化、集約化、IT化）

バックヤード
（SSC間接業務） SSC

A Mitsufuji Copyright(c) A Mitsufuji All rights reserved.



ＩＴＩＴ ：： 日本での共通課題日本での共通課題ＩＴＩＴ ：： 日本での共通課題日本での共通課題

1 ＩＴ生産性が低い1. ＩＴ生産性が低い

2. ＩＴ投資額が低い

3. ＩＴ投資効率が低い

4. 多くのＩＴ部門は他の事業部門を動かせない多く 部門 他 事業部門 動 な

・・・・・・・・

指摘事項（アクセ チ ア＠２００７）
悪循環を断ち切る！！

指摘事項（アクセンチュア＠２００７）

① 日本的な縦割り組織によってＩＴが機能組織別に分化

② オープンシステム時代に進行したＩＴの分散化と乱立

③ ＣＩＯが不在か充分に機能していない③ ＣＩＯが不在か充分に機能していない

④ 業務の分かるＩＴ人材の不足

⑤ 業務部門との意識のズレ

A Mitsufuji Copyright(c) A Mitsufuji All rights reserved.



会社会社のの変革変革

欧米のＩＴ企業
例：ＳＩ‘er（米）

モノ
造り 農 的狩猟的

製造業がベースのＩＴ企業
例：ＳＩ’er

農耕的造り 農耕的
和の世界

狩猟的
ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ

の世界

平等主義階級社会 平等主義

日本

農耕的
ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ

の世界OR

和とチームワークの世界
ＰＭ

トップダウンの世界

資質・能力差少ない
階級社会

リーダーの役目大
平等主義

認め合うリーダー

見えない

長

品質の
工程での
造り込み

社員
プロの契約社員

社員目標

指示
ﾏﾆｭｱﾙ

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ
長

オサ工程

ＩＳＯ的
外注 イ ド

外注
成果

協議
相談

ﾄ ｷｭﾒﾝﾄ
契約

ＱＣサークル・カイゼン・提案・かんばん
ＰＭ制度・リーダーシップ

ＩＳＯ的
プロセス内

検査

外注：インド
相談
調整

イノベーションが必要

A Mitsufuji

ツール（ＩＴツール）
仕組み・ルール

教育
３点セット

イノベ ションが必要

Copyright(c) A Mitsufuji All rights reserved.
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P2M : P2M : あるあるべき事業モデルと到達シナリオべき事業モデルと到達シナリオP2M : P2M : あるあるべき事業モデルと到達シナリオべき事業モデルと到達シナリオ

次の事業モデル

Level

プロジェクトC

社会情勢の変化 マーケットの変化 競争環境の変化など

次の事業モデル

Level

プロジェクトC 次の事業モデル

Level

プロジェクトC

社会情勢の変化 マーケットの変化 競争環境の変化など

次の事業モデル

イノベーション
要素

イノベーション

ジ A

クトC 次の事業モデル

イノベーション
要素

イノベーション

ジ A

クトC 次の事業モデル

イノベーション
要素

イノベーション

ジ A

クトC

イノベーション
要素

イノベーション
要素

イノベーション

要素プロジェクトA

イノベーション
要素

イノベーション
要素

イノベーション

要素プロジェクトA

イノベーション
要素

イノベーション
要素

イノベーション

要素プロジェクトA

イノベーション
要素

イノベ ション
要素プロジェクトB

プロジェクトD
イノベーション

要素

イノベ ション
要素プロジェクトB

プロジェクトD
イノベーション

要素

イノベ ション
要素プロジェクトB

プロジェクトD

イノベーション
要素

顧客軸

商品軸

プロセス軸

ガバナンス軸

イノベーション
要素

顧客軸

商品軸

プロセス軸

ガバナンス軸

イノベーション
要素

顧客軸

商品軸

プロセス軸

ガバナンス軸今の事業モデル

Time

ガバナンス軸今の事業モデル

Time

ガバナンス軸今の事業モデル

Time

ガバナンス軸

A Mitsufuji Copyright(c) A Mitsufuji All rights reserved.
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